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造影後虚血関連枝にニトログリセリン (0.3 mg) 注入を行った。ニトログリセリン注入後も冠狭窄度
に有意な変化がない場合，ウロキナーゼ (2.4万単位/分， 10--40分)投与を行ない造影を繰り返した。
造影後 3 日間ウロキナーゼ，へパリンの全身投与を施行した後ワーファリンによる抗凝固療法を 4 週
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(~7~ぢ)にみられ，冠スパズムは 2 例 (5 労)であった。残る 14例は冠血栓を伴わない高度冠狭窄を
示した。発作中の心電図では ST上昇は冠血栓21例中16例と冠スパズム 2 例に見られたが，冠血栓を
伴わない高度冠狭窄例は全例発作時 ST下降を示した。また冠血栓を伴わない高度冠狭窄例では発作
中の心筋酸素消費量の増加(発作中 13，900 mmHg / min .発作後 9，400mmHg / min )を認めた。
4 週間の follow up の結果は血栓溶解療法，抗凝固療法を施行したにも拘らず，冠血栓例では15例
(71%) に狭心痛の再発が起き 5 例が心筋梗塞を発症した。冠血栓を認めない症例の中で=心筋梗塞
に移行した者は 1 例だけであった。 4 週後の冠動脈造影では冠血栓例18例中 6 例は狭窄度増悪を， 4例
は軽減を認めた。再造影で冠血栓を残す例は無かった。一方，冠血栓を伴わない高度狭窄例は 4 週後
も有意な狭窄度の変化を示さなかった。
〔総括〕
以上の結果，不安定狭心症の狭心発作中の冠動脈造影で冠血栓を高頻度に認める乙とが明らかにな
った。冠血栓を認める例は不安定狭心症の予後が不良で，狭心痛を繰り返し心筋梗塞への移行率も高
かった。他方，急性期造影でも冠血栓を認めない高度冠狭窄を有する症例が38労にみられ，狭心痛の
原因として一過性の心筋酸素消費の増大も重要な役割を果している乙とが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，不安定狭心症の発生機序における冠動脈内血栓の役割を明らかにするために，不安定狭
心症の発作中に冠動脈造影，血栓溶解療法を施行したものである。その結果，冠動脈内血栓を高頻度，
l乙認め，ウロキナーゼを用いた血栓溶解療法により血栓の縮小と共に胸痛が軽減する乙とが明らかに
なった。また，血栓例では冠動脈狭窄度が短期間( 1 ヶ月)に大きく変化する乙と，心梗塞移行率が
高いことも明らかになった。虚血性心疾患が増加している現在，不安定狭心症における冠動脈内血栓
の役割を明らかにした点で，極めて意義のある研究であり，循環器学に寄与する所が大きいと考えら
れる。よって，学位に値するものと認める。
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